
く問題IV-（呈｝ ：森林土木〉

七 世界の森林署草稿に関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選びなさい。

a.世界の森林面積は2010年から2015年までの5年間に、植林等による増加分を差し引い

でも、年平均で331万ha減少している。

b.地域別にみると、アフロカとアジアでそれぞれ年平均200万ha以上減少している。

c.森林面積の減少率をみると 1的。～2000年期は年可f均0.18%であったものが、 2010～

2015年期には年平均0.08%とな哲半減している。

d.減少率の低下は、森林の他の土地利用への転用速度が減少したことや、アジア地域等

で森林面積が拡大したことによるものと推定されている。

2幅 木賞バイオマスに関する記述として、誤っているものを畠～4のなかから選ぴなさい。

a.木材の燃焼により排出される二酸化炭素は、樹木の成長過程で大気中の二酸化炭素を

蓄積したものである。

b.現在、太陽光、風力、水力等の再生可能エネルギーに対する関心が高まっており、木

質バイオマスもエネルギー吸収源のーっとして期待されている。

c.今後、米利用問伐材等の活用を進めるためには、低コストで安定供給できる体制を確

it.寸る必要がある。

d.木質バイオマスのエネルギー利用には、電力利用と熱利用がある。

3閉 森林の伐採に鶴する記述として、誤っているものを誼～dのなかから選びなさい。

a.間伐は、育成の対象となる樹木の生育を妨げる他の樹木を刈り払う作楽である。一般

に除伐後から主伐までの間に育成目的に応じて間断的に実施する。

b.主伐は、材木を収穫するための伐採であり、主伐の方法には皆伐と択伐がある。

c.伐期とi土、林木が生産目的を完全に満たした状態に達した時期のことである。

d.標準伐期齢は、概ねスギで35～50年、ピノキで45～印年であるが、この林齢での伐採

を奨励するものでなく、この林齢より若くしての伐採を抑制するためのものである。



4. 高性能林業機械に関するE述として、誤っているものを轟～dのなかから選びなさい。

a. ブヰーワーダは、玉切りした材をグラップルを用いてf荷台に積載し、運ぶ集材専用の自

走式機械。

b. タワーヤーダi土、建設用ベースγ シンに集材用ウインチを搭載し、旋回可能なブーム

を装備する集材機。

c.プロセッサは、伐採木の校払い、玉切りと玉切りした丸太の集積作業をゐ賞して行う

自走式機械0

d.スキッダl土、装備したグラップル（泊圧シザンダーによって動く a 対の爪）により、

伐傍j木を泰守！王立で集材する集材専用の自走王立機械。

5閉 木材自給率に隠する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選びなさい。

a.木材自給率は、統計を開始した昭和30年代前半において90%を超えていた。

b.昭和初年代になると高度経済成長のもとで木材需要は拡大を続けたが、当時の木材需

要は輸入材丸太によって賄われ、同廃材の供給は減少した。

c. 山村の過疎化や高齢化等も相まって、林業中‘践活動の低迷が続i雪、平成14年には木材

自給率は18.8%と最も低い数字となったc

d.近年、人i；林の森林資源の充実、合板原料として国産材利用等の増加を背景に閣内生

産量は増加傾向にあ号、ヤー成26年の木材自給率は昭和63年以来の羽%台に回復した。

広 林道の縦断勾配に関する記述として、誤っているものを畠～4のなかから選ぴなさい。

a.道路勾配は中心線に沿った水平ー距離lOOmに対する垂直距離を%で表す。

b.縦断勾配の変更は路線の新設を怠味？るので、当初ト分に検討する必要がある。

c. 山岳地での林道は、勾配は避けることができず、建設費用の商では緩勾配の方が距離

が短くなり有利である。

d.林道の設計にあたっては制限勾配として最急勾配を決めなければならない。

7幅 林道の幾何構造に関する記述として、正しいものを昌～dのなかから選ぴなさい。

a.林道規穫では自動車道1級、 2級では普通自動車が、 3級では小型自動車が安全かつ円

滑に通行できなくてはならないとされている。

b.小型自動車には大型の普通自動車が、普通自動車にはトラック類が認定され、その諸

元は林道規程に示されているが、通常の自動車よ型小さい。

c.設計速度i土、設計車両が安全でしかも快適に走行できる最低速度であるが、曲線部、

縦断勾配などの幾何構造に大きな影響を与えるものである。

d.林道規程による設計速度は時速20～30km/hであり、比較的低速であるととは林道の特

質上やむを得ないことである。



車E 林道の土エ横断面に関する記述として、正しいものを畠～dのなかから選びなさい。

a.林道の土i；横断面の形状は通常、横滑哲防止の目的から横断勾配を設ける。

b.急勾配部i土、安全かっ快適に走行するために片勾配をつける。

c.林道規模では、片勾配を附ナる区間を除き、砂利道で5%以下、舗装道路で1.5%以よ

2%以下の横断勾配を附するものとされる。

d.縦断勾配と片勾配を合成した勾配を合成勾配といい、林道規程では合成勾配は14%以

下を標準とするとされる。

富幅 林道の緩和区間に関する記述として、誤っているものを畠～4のなかから選ぴなさい。

a.林道の属曲部には、拡幅や勾配のすり付けを行う部分として緩和区間が設けられる。

b.林道規事量では、 2；車線林道とする場介は設計速度ごとに応じて緩和区間長が定められ

ており、設計速度が20km/hの場合の緩和区間長は20mである。

c.林道規穫によれば、 2車線林道の緩和線形は、緩和談線によることができる。

d.林道規穫では、 1車線林道の緩和区間の長さは、円曲線B.C、E.Cを基点として産線方

肉に、自動車道1級及び2級の場介は 8mを標準としている。

1自林道の縦断曲線に関する記述として、誤っているものを畠～4のなかから濃ぴなさい。

a.林道の縦断勾配が変化する箇所には、自動車走行時の衝撃緩和や視距を磯保ナる目的

で縦断曲線を設置する。

b.舗装箇所以外の箇所で縦断勾配の代数差が5パーセント以下の箇所では、縦断曲線を

設けなくてもよい。

c.一般に縦断曲線は放物線、円曲線が採用されている。

d.林道規程では、縦断曲線の設置長は、設計速度に応じて示されており、設計速度が

40km/hの場合は30m以上とされている。

11 林道技術基準の路盤工に関する記述として、誤っているものを届～dのなかから選ぴなさ

し、。

a.路事室j平が20cm以下の箇所は上層路挫のみとし、 20c胞を紛える場合はlOcm程度を上層

路盤として残余の厚さは下層路盤とする。

b.下層路盤工材の最大粒径は20cm程度以下を標準とする。

c.上層路盤L材i士、クラッシャラン、切込み砂利等を使用し、その最大粒径は8cm以下

を様準とするが、クラッシャランにあっては4cm以下とすることができる。

d.岩石からなる路床においては、路盤工は設けないものとする。ただし、路床面が強風

イ七岩または逆円による凹凸等がある場合は、その程度に応じて5～lOcm程度の上層路

盤i；を設けることができる。



12.林業専用道作設指針の配述として、正しいものを誼～dのなかから選びなさい。

a.林業専用道は、幸子通自動主主（20トン積程度のトラック）や大型ホイールタイプブホワ

ーダの輸送能力に応じた規格・構造を有するものをいう。

b.その作設にあたっては、規格・構造の簡素化を債として、平均傾斜25度から30度稼度

以下の斜面に、できるだけ地形に沿って計画する。

c.林業専用道の管理者は、原則として当該林業専用道の土地所有者とする。

d.林業専用道は、もっぱら森林施業の実施に利用することから、門扉や様識によって

般車両の通行を規制ずる必要はない。

13.林業専用道作設指針の記述として、 lEしいものを昌～4のなかから選びなさい。

a.設計速度は時速20kmとする。

b.縦断勾配は、路面侵食等を防止するためにできる限り緩勾配とし、原則として12%（舗

装等を行う場合は16%）以下とする。

c.路面には、路面水の排水を目的として横断勾配を設けるc

d.林業作業用施設は、林業専用道と森林作業道の分岐佼置等に設けるとともに、トラッ

ク等の待避所や率廻しを兼ねるととが効果的である。

14.森林作業道作設指針の記述として、誤っているものを畠～dのなかから選ぴなさい。

a.縦断勾配l土、基本的には概ね1ぴ（18%）以下で検討する。

b.原則jとして路面の横断勾配を水平にした上で、縦断勾配を緩やかな波状にすることに

より、こまめな分散排水を行う。

c.路線沿いの立木は、路肩部分の保護、車両の転落に対ナる走行上の安心J惑を与える効

果もあるため積極的に残す。

d.盛土のり面勾配i立、盛土高や土質等にもよるが、概ね1苦手jより緩い勾配とする。盛土高

が3mを超える場合i土、 1割2分程度の勾配とする。

15.路体の維持管理に関する記述として、誤っているものを畠～4のなかから選ぴなさい。

a.路体の維持管理重は路体構成として路重量そのものの管理、切取斜面および盛土斜面の管

理に区分できるo

b.排水施設に流入する土砂・校条による排水施設の埋没は越流による林道の被害を引き

起こすので、梅雨、台風などによる降雨前に点検、排除する体制が必要である。

c.木材生産に伴う末木・校条のj漏出を紡ぐ方法は、暗渠上側にクローズタイプの構造物

を設置して捕捉することによる。

d.盛土の締間め不足、地山との綾合部の不整合i土、路側へテンションクラックを発生さ

せ路体を崩壊させる可能性が高い。



16.雨水の短期流出に関するE述として、誤っているものを車～dのなかから選びなさい。

a.楳地ではハイドログラブの立ち上がりが急で、逓減も急であり、植栽地では立ち上が

号、逓減ともにゆるやかである。

b. 土層内に飽和面が形成されると、斜面倒~ぢへの中間流流出が始まる。

c.地表面からの浸透強度i土、土層の水分量の増加とともに増加し、土層が飽和すると

定の最終浸透能となる。

d.流域の凶型斜面下部では、中間流の集中によって飽和函が地表iこ現れ、飽和地表流が

発牛ホナる。

17.森林土壌の構造に関する記述として、誤っているものを畠～4のなかから濃ぴなさい。

a.問粒状構造とは、粒状または粉状の小さな土粒が、繭糸東などで緩くつづり合わされ

た状態になっているものである。

b.塊状構造とは、稜角が不明瞭でやや丸みを帯びていて、表面はあまり滑らかでない立

方体の土壌粒子の集合体である。

c.竪果状構造とは、稜角も面もはっきりしていて角ばっており、表面はやや平滑で、内

容が徽密な硬い立方体で、指先でつぶす持抵抗を感じるものである。

d.かベ状構造とは、土層の各粒子が墜事告に連絡接着して全体が均質に凝集し、空襲主の少

ない状態のものである。

18.地すべり地形に関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選ぴなさい。

a.地すベ号頭部域は51張応カを受け地塊強度が低下している。

b.地寸ベち頭部には滑落崖が形成され、その下部は傾斜の急な地すべり地塊となる。

c.地すベち頭部には陥没地が生じたり、逆傾斜が生じて池、沼、複地などを形成する。

ι地すべり末端域の下方の斜面は隆起するため、急傾斜を形成し、斜面崩壊を起こしや

すい。

1草地形計測に関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選びなさい。

a.谷絡度の計測は、単位面積における谷の数を計測し、調査地域における地質、地形の

特性を調査寸るものである。

b.傾斜の計君主jは、地形図を小区画に区分して傾斜を測定し、傾斜と地形的特性や荒廃特

性との関係を検討するために行うものである。

c.断面積の計測は、小区画における断面形を測定し、断面形と地形特性や荒廃特性との

関連を検討するために行うものである。

d.高度の計君主jは、原則jとして単位面積内の最高点と最低点との高度差を計測し、調査対

象区域の山地の開析の程度を推定するために行うものである。



20.崩壊土砂量に隠する毘述として、誤っているものを畠～dのなかから選ぴなさい。

a.崩壊土砂量は、崩壊の規模を把握するためのものであり、崩壊面積に平均崩壊深を乗

じる等により算出する。

b.不安定土砂量は、崩壊地から流出するおそれのある土砂量である。

c.残留土砂量は、崩壊面が表面侵食を受けて生産される土砂量である。

d.拡大見込量は、崩壊地周辺部のカブ日、亀裂等により拡大崩壊する可能性のある土砂

量である。

21.治山ダムの設計に関する記述として、誤っているものを畠～4のなかから選ぴなさい。

a.側壁の高さは治山ダムの放水路の佼置、高さ、流心の方向等を考慮し、最大高水流量

が安全に流下する断面が得られるように決定しなければならない。

b.但lj壁の天端は、上流に向かつて上り勾配を設けるものとする。

c.側壁の治山ダムへの取付部基礎の平面位置は、治山ダムの放水路肩の直下に設けるこ

とを標準とする。

d.側壁の下流端の天端高は、原則として副ダムまたは垂直壁の袖高と同じ高さとする。

22.水制ヱの設計に関する記述として、誤っているものを誼～dのなかから濃びなさい。

a. 上r~1水市j工は、水市j工間の砂礁の堆積は下ro］水市i工よりも多いが、先端部の洗掘は最

もま壷い。

b.直角水市IJ_l；は、水制L間の中央に砂磁の堆積を生じ、先端部における渓床の洗掘は比

較的弱い。

c.下rn1水市j工は、水市j工関の砂礁の堆積が夜角水市i工より少なく、先端部の洗掘は最も

弱い。

d.水剤tl_I；は、急流部では越流水市LLが多く用いられ、水制i；先端部の洗掘を防ぐため、

先端部の基礎の根入れを謀長くする。

23.地すべりの杭ヱに関する記述として、誤っているものを畠～4のなかから選ぴなさい。

a. くさび杭i土、杭が移動層と一体となって移動し、すべり面の上下でたわむ時に発生す

る抵抗力によって地ナベりカに抵抗するものである。

b.補強杭は、杭を弾性床上の梁と考え、地すべり推カの一部を根入れ地盤に伝達し、残

りの推カを下流傾I］移動層の抵抗力に委ねようとするものである。

c.せん断杭i土、すべり函のせん断抵抗力のみを増加させると考えるものである。

d.たわみ杭l土、地すべりの頭部や引張部に設置ずる場介にはくさび効果を期待するもの

である。



24.鉄筋挿入エに隠する毘述として、誤っているものを畠～dのなかから選びなさい。

a.施i；機械が小さく、補強材も軽量で運搬が容易なため、狭隆急峻な施」；条件において

も施工できる。

b. ほとんどの地質で標準的なのり勾配よ哲急な勾配で施工できる。

c.地下水位が高かったり湧水が多い地山でも、先行して地下水伎を低下させる必要なく

施i；できる0

d.段階的な掘削工程に合わせた檎強が可能なため、地山の緩みを極力抑制し安全に施工

できる。

25.植栽ヱに関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから濃びなさい。

a.横栽時期l土、荷木の活着および成長に必要な浪度と水分が得られる適切な時期を選択

するa

b.主林木と肥料木を話毛織する場合の樹種の配列および配置は、原則として肥料木を重点

に決定する。

c.ポット荷木は、地山露出等の土壌条件がきわめて緩い場合、または機栽工の不適期に

まで緩栽時期を拡大する必要のある場合に使用する。

d.客土i土、植栽穴に良質な土壌を充填して植栽木の活着を穣保する方法である。

26.治山施設の個別施設計商に欝する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選ぴな

さい。

a.診断とi土、治山施設の健全度や施設周辺の森林の荒廃状況等を把握するために行う謝

査のことをいうo

b.維持作業とは、治山施設の機能を維持するために行う軽微な作業のことをいう。

c.補修｛修繕）とは、治山施設の健全性を回復させるため、部材の交換やコンクロート

構造物のクラックへの充填等により、損傷または劣化前の状態に修復することをいう。

ι更新｛新設）とは、治山施設の健全度が著しく低下した場介に、既存の治山施設とi剖

等またはそれ以上の機能を有する路設を、既存施設の代替として新たに整備するとと

をいう。



27.情報基盤の整備と活用に関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選びなさ

し、。

a.治山施設および林道施設の各種誇元については、台帳として整備・保管することとは

必ずしもされていない。

b.整備時期の古い施設は、記載されている情報が不ト分なものや、施設の完成時の図面

が逸失しているものもみられる。

c.施設の佼置情報が米整備のため、点検・診断等に当たって改めて情報を収集する必要

が牛おじるo

d.台帳が紙ベースで保管されているものや、同じ種類の施設であっても整備時期等によ

り用語が統・されていないものがある。

28.治山施設点検に関する記述として、誤っているものを誼～dのなかから選ぴなさい。

a.遠望日視とは、構造物の状況を遠方から巨視によ号点検するものである。

b.近接関視とは、構造物の状況を経路や対岸から構造物に近接して問視により点検し、

必要に応じて簡易な機械、器具等を使用し状況を把握するものである。

c. l'T音検査とは、ハンマーにより対象構造物を打音して、構造物の状況を把握するもの

である0

d.打音した結果、「ドスドスJなど鈍い音（濁音）がする場合は、はく離（うき）してい

る可能性が高いものである。

29.治山施設点検における写真撮影に演する記述として、誤っているものを畠～dのなかから

選びなさい。

a. 山腹工の全景撮影はなるべく全景を1枚の写真に納めることが望ましいが、全景が撮れ

ない場合には、下部、中部、上部などと2～3枚のつなが型のあるように撮る。

b. 山腹工の全景撮影は原臥として下方または対岸から撮る。対岸から撮れない場合には

斜面の傾斜が!f'ljるように崩壊地の下に立って正面から撮る。

c. 山腹斜面を撮る場合にi土、カメラを垂直に立てないと平面的になるので、対岸の高い

佼置から撮るのが塗ましい。

d. 山腹工の施工区内を撮影する場合は、植生の生育状況を下層および上層について撮る。



30.特殊な構造物の点検方法に欝するE述として、誤っているものを畠～dのなかから選ぴな

さい。

a.現場打吹付法枠工・ブレキャスト法枠工等は、緑化基盤の流出や、地山の中抜け、異

常な湧水などはないか点検ナる。

b.アンカーエ・ロックボルトエ等は、支圧板・受圧板や受庄構造物に亀裂や破損などは

ないか点検する。

c.ポーリング暗来工i土、支庄板の浮き上がり・キャップのゆるみ・ワイヤーの異常な紫

張やゆるみはないか点検する。

d.杭エは、部材の破損・腐食はないか、外部圧力により変佼していなしゅ、点検する。




